
運用報告書（全体版）

TORANOTEC
アクティブジャパン

第９期　決算日：2026年７月21日
作成対象期間：2025年７月23日～2026年７月21日

＜受益者の皆さまへ＞

TORANOTEC投信投資顧問株式会社　〒105-6036　東京都港区虎ノ門4-3-1　城山トラストタワー36階
＜お問合わせ窓口　TEL 03-6432-0782（平日9:00～17:00）＞　＜ホームページ　https://toranotecasset.com＞

　平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
　さて、ご購入いただいております「TORANOTECアクティブジャパン」は、2026年７月21日に第９期
の決算を行いました。期中の運用状況をご報告いたしますとともに、今後とも運用成果の向上に努めてまい
りますので、引き続き、よろしくお願いいたします。

当ファンドの仕組みは次の通りです。
商 品 分 類 追加型投信／国内／株式
信 託 期 間 無期限（2017年９月29日設定）

運 用 方 針 この投資信託は、わが国の中小型株式を主要投資対象とし、「成長」「割安」「変化」に着目した銘柄選択によっ
て信託財産の長期的な成長を目指します。

主 要 投 資 対 象 主として、わが国の金融商品取引所上場株式（上場予定を含みます。）のうち中小型株式に投資します。

組 入 制 限 株式への実質投資割合には制限を設けません。
外貨建資産への投資は行ないません。

運 用 方 法

中小型株の投資魅力である企業の成長性に主として着眼し、また、割安な企業、変化する企業を選別します。
中長期的観点からの投資を基本としますが、企業の経営姿勢や業績の変化、株価水準等から総合的に判断し、個別
銘柄に対する投資比率を調整します。
事業の成長性・高収益の維持・向上、収益構造の変化で企業が変身できるか、などあらゆる点から企業を見つめた
分散投資を行い、その中から数倍化する可能性のある銘柄の出現をじっくり待つという姿勢をとります。好パフ
ォーマンスを獲るために数倍化する可能性を秘めた成長企業の発掘に努めます。

分 配 方 針

毎決算時（毎年７月20日。ただし、当該日が休業日の場合は翌営業日。）に原則として以下の方針に基づき分配を
行ないます。
①�分配対象額の範囲は、経費控除後の繰越分を含めた利子・配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等の全額

とします。
②�分配金額は、委託会社が、信託財産の成長に資することを目的に、上記①の範囲内で、基準価額水準、市況動向

等を勘案し決定します。従って、必ず分配を行なうものではありません。
③�留保益の運用については、特に制限を設けず、委託会社の判断に基づき、元本部分と同一の運用を行ないます。
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決 算 期
基 準 価 額 株 式 組 入

比 率
純 資 産
総 額（分配落） 税 引 前

分 配 金
期 中
騰 落 率

円 円 ％ ％ 百万円
５期（2022年７月20日） 14,266 0 △  4.9 85.8 100
６期（2023年７月20日） 18,356 0 28.7 84.9 127
７期（2024年７月22日） 22,862 0 24.5 85.1 242
８期（2025年７月22日） 25,310 0 10.7 82.3 293
９期（2026年７月21日） 33,150 0 31.0 88.4 504

（注）基準価額の騰落率は分配金込みです。
（注）当ファンドの目的・特色に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークを設定しておりません。

最近５期の運用実績

年 月 日 基 準 価 額 株 式 組 入
比 率騰  落  率

（期　　　首） 円 ％ ％
2025年 ７ 月22日 25,310 － 82.3

７ 月末 26,188 3.5 86.9
８ 月末 27,493 8.6 81.2
９ 月末 28,083 11.0 85.1
10月末 28,471 12.5 82.6
11月末 30,002 18.5 85.0
12月末 30,590 20.9 83.7

2026年 １ 月末 31,169 23.1 87.7
２ 月末 34,250 35.3 82.0
３ 月末 30,932 22.2 84.2
４ 月末 32,200 27.2 83.9
５ 月末 33,626 32.9 85.8
６ 月末 33,025 30.5 86.5

（期　　　末）
2026年 ７ 月21日 33,150 31.0 88.4

（注）騰落率は期首の基準価額比です。

当期中の基準価額等の推移

運用経過

（億円）（円） （2025年７月23日～2026年７月21日）

純資産総額（右軸）基準価額（左軸） 分配金再投資基準価額（左軸）
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第９期首：25,310円
第９期末：33,150円（既払分配金０円（税引前））
騰 落 率： 31.0％（分配金再投資ベース）

（注）�分配金再投資基準価額は、収益分配金（税引前）を分配時に再投資したとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー
マンスを示しています。

（注）�分配金を再投資するかどうかについては、お客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異
なります。従って、お客様の損益の状況を示すものではありません。

（注）�当ファンドの目的・特色に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数との対比グラフは表示してお
りません。

ファンドの値段のことを基準価額といいます。また取引を行う際の単位があり、それを「口（くち）」と呼び
ます。１口＝１円からスタートし、その後、運用の成果により変動します。当ファンドを含む多くのファンド
は１万口当たりの基準価額を公表しています。

｢基準価額｣って？

期中の基準価額等の推移
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運用経過
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騰 落 率： 31.0％（分配金再投資ベース）

（注）�分配金再投資基準価額は、収益分配金（税引前）を分配時に再投資したとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー
マンスを示しています。

（注）�分配金を再投資するかどうかについては、お客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異
なります。従って、お客様の損益の状況を示すものではありません。
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ます。１口＝１円からスタートし、その後、運用の成果により変動します。当ファンドを含む多くのファンド
は１万口当たりの基準価額を公表しています。
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【上昇要因】
　主要な投資対象である中小型株の各種指数騰落率が-5.2％（東証グロース市場250指数）～
+38.1％（中型株指数）となる中、当ファンドのパフォーマンスに貢献した銘柄は次の通りです。

●「ノリタケ」
食器製造で培ったセラミックス技術を核に、国内最大の研削・研磨製品の総合メーカー（研削砥石
トップ）。電子部品の内部で電気の流れを整える積層セラミックコンデンサー向けの電子材料が好
調に推移。加えて、アクティビストの保有・買い増しで株価上昇し、6月に36年ぶりの最高値を更
新しました。
●「ニッポン高度紙工業」
アルミ電解コンデンサー用セパレータ（国内外で高シェアを持つグローバルニッチトップ企業）、
および電池のセパレータなどとして使われる機能材の製造・販売を手掛ける。AIサーバー需要の拡
大と、それに伴う関連市場における設備投資の増加等により、同社の収益を押し上げ、4月以降株
価は急上昇し、６月に最高値を更新しました。
●「ニチコン」
車載や家電などに使われるコンデンサーの開発、製造、販売。世界的なEV（電気自動車）市場の
鈍化で収益回復の遅れが嫌気され、株価が大幅下落し、前期のパフォーマンスに大きくマイナスに
作用した銘柄です。しかし、AIサーバー向けアルミ電解コンデンサーの需要拡大で業績向上が期待
され、株価は急上昇し、6月に26年ぶりの最高値を更新しました。

【下落要因】
　基準価額に対してマイナス要因となった銘柄は以下の通りです。

●「田岡化学」
住友化学の連結子会社（50.1％保有）で、樹脂原料や医薬品中間体、ワニスなど産業製品向け化学
素材を手掛ける。1月末の業績下方修正発表で株価が急落したものの、PBR（株価純資産倍率）は1
倍を大きく下回っており、親会社が26年に入り上場子会社を完全子会社化していることから、同
社にもTOB（株式公開買い付け）の可能性があるとの判断で継続保有しました。
●「システムサポート」
企業へのクラウド基盤移行・利用支援サービスと、ITシステム開発会社でデータセンターや自社ソ
フトウェアを展開。AIが既存のソフト事業を揺るがす「SaaS（サース）の死」への懸念を背景に
株価は下落基調をたどるも、業績は好調を持続し割安と判断し、継続保有しました。

基準価額の主な変動要因
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＜株式市場＞
　株式市場は期初、米利下げ期待やハイテク株主導で上昇基調をたどるなか、2025年10月に発足
した高市政権が掲げる経済政策や成長投資への期待から、日経平均株価は10月31日に52,000円台
を付けました。その後、株高をけん引してきた人工知能（AI）・半導体関連銘柄が売られる一方、
出遅れ感のある建設や医薬品、金融などAI関連以外の銘柄に資金が向かうといった動きが出て、５
万円を挟む展開が年末まで続きました。2026年に入ると、AIや半導体関連銘柄を中心に再び買い
が優勢となり、1月14日に54,000円台に乗せました。その後、長期金利の上昇や円高などを背景
に伸び悩む場面がありましたが、2月8日に投開票が行われた衆院選で自民党が大勝すると、財政
拡張的な政策が一気に進むとの期待から26日に一時59,000円台に乗せました。ただ、28日に米
国・イスラエルによるイランへの攻撃とその報復により中東情勢が緊迫化し、ホルムズ海峡が事実
上封鎖されたことから原油価格が急伸すると相場は一転急落し、3月末は51,063円となりました。
4月に入ると、中東情勢が収束に向かうとの期待に加え、成長期待のあるAI・半導体関連銘柄に資
金が集中したことが指数を大きく押し上げ、日経平均株価は6月25日に72,366円の最高値を更新
しました。その後、急ピッチな上昇の反動から利益確定や持ち高調整の売りが出て、一時62,704
円まで下落する場面があったものの、期末は66,232円となりました。

＜新興・中小型株式市場＞
　新興・中小型株（中・小型株指数）は成長性の高い銘柄が多い東証グロース市場250指数は国内
金利の上昇で相対的な割高感が意識され下落基調をたどりましたが、年末にかけては値ごろ感から
の見直しが入り反発に転じました。2026年に入り戻り歩調をたどるなか、3月末にかけて中東情
勢の悪化を受けて大幅下落する場面がありましたが、4月以降、日経平均株価の大幅上昇を受け投
資家心理が改善し、5月25日に期中高値を付けました。その後、市場の関心が東証プライム市場の
AI・半導体関連の大型株に集中したことに加え、国内長期金利の上昇などを嫌気し、成長株の多い
東証グロース市場250指数は大幅下落しました。ただし、割安な中小型株は総じて横ばいで推移し
ました。

投資環境� （2025年７月23日～2026年７月21日）
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【上昇要因】
　主要な投資対象である中小型株の各種指数騰落率が-5.2％（東証グロース市場250指数）～
+38.1％（中型株指数）となる中、当ファンドのパフォーマンスに貢献した銘柄は次の通りです。

●「ノリタケ」
食器製造で培ったセラミックス技術を核に、国内最大の研削・研磨製品の総合メーカー（研削砥石
トップ）。電子部品の内部で電気の流れを整える積層セラミックコンデンサー向けの電子材料が好
調に推移。加えて、アクティビストの保有・買い増しで株価上昇し、6月に36年ぶりの最高値を更
新しました。
●「ニッポン高度紙工業」
アルミ電解コンデンサー用セパレータ（国内外で高シェアを持つグローバルニッチトップ企業）、
および電池のセパレータなどとして使われる機能材の製造・販売を手掛ける。AIサーバー需要の拡
大と、それに伴う関連市場における設備投資の増加等により、同社の収益を押し上げ、4月以降株
価は急上昇し、６月に最高値を更新しました。
●「ニチコン」
車載や家電などに使われるコンデンサーの開発、製造、販売。世界的なEV（電気自動車）市場の
鈍化で収益回復の遅れが嫌気され、株価が大幅下落し、前期のパフォーマンスに大きくマイナスに
作用した銘柄です。しかし、AIサーバー向けアルミ電解コンデンサーの需要拡大で業績向上が期待
され、株価は急上昇し、6月に26年ぶりの最高値を更新しました。

【下落要因】
　基準価額に対してマイナス要因となった銘柄は以下の通りです。

●「田岡化学」
住友化学の連結子会社（50.1％保有）で、樹脂原料や医薬品中間体、ワニスなど産業製品向け化学
素材を手掛ける。1月末の業績下方修正発表で株価が急落したものの、PBR（株価純資産倍率）は1
倍を大きく下回っており、親会社が26年に入り上場子会社を完全子会社化していることから、同
社にもTOB（株式公開買い付け）の可能性があるとの判断で継続保有しました。
●「システムサポート」
企業へのクラウド基盤移行・利用支援サービスと、ITシステム開発会社でデータセンターや自社ソ
フトウェアを展開。AIが既存のソフト事業を揺るがす「SaaS（サース）の死」への懸念を背景に
株価は下落基調をたどるも、業績は好調を持続し割安と判断し、継続保有しました。

基準価額の主な変動要因
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＜株式市場＞
　株式市場は期初、米利下げ期待やハイテク株主導で上昇基調をたどるなか、2025年10月に発足
した高市政権が掲げる経済政策や成長投資への期待から、日経平均株価は10月31日に52,000円台
を付けました。その後、株高をけん引してきた人工知能（AI）・半導体関連銘柄が売られる一方、
出遅れ感のある建設や医薬品、金融などAI関連以外の銘柄に資金が向かうといった動きが出て、５
万円を挟む展開が年末まで続きました。2026年に入ると、AIや半導体関連銘柄を中心に再び買い
が優勢となり、1月14日に54,000円台に乗せました。その後、長期金利の上昇や円高などを背景
に伸び悩む場面がありましたが、2月8日に投開票が行われた衆院選で自民党が大勝すると、財政
拡張的な政策が一気に進むとの期待から26日に一時59,000円台に乗せました。ただ、28日に米
国・イスラエルによるイランへの攻撃とその報復により中東情勢が緊迫化し、ホルムズ海峡が事実
上封鎖されたことから原油価格が急伸すると相場は一転急落し、3月末は51,063円となりました。
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投資環境� （2025年７月23日～2026年７月21日）
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●期初（2025年7月23日～12月末）
　当期間、外食業界で国内需要が縮小するなか、海外展開を積極化するエターナルホスピタリティ
Gや、デリカフーズ、オイシックス・ラ・大地などの新規買い付けや保有銘柄の買い増しを行い�
ました。一方、好決算を発表し株価が上昇したカンロや日本化学工業、古野電気、TOBを実施した
アイネットなどを売却するなど銘柄の入れ替えを中心に行いました。

●2026年1月～期末（2026年7月21日）
　当期間、国内天然ガスやペロブスカイト太陽電池などエネルギー関連のK&Oエナジーグループ
や、「EIZO」ブランドの各種モニターを展開するEIZOなどを新規に買い付けました。一方、ヒト
コミュニケーションズやブシロード、大栄環境、シーイーシーなど銘柄見直しによる売却や、TOB
を実施したユタカ技研の売却を行いました。4月以降の上昇局面では最高値を更新したスカパー
JSATやニッポン高度紙工業、ノリタケ、ニチコンなど上位組み入れ銘柄の持ち高調整や、ベルテ
クス、メガチップス、ヨシックス、SWCCなど銘柄見直しによる売却を行いました。一方、AI・
半導体関連株への一極集中でAI以外の割安感が強まった遊戯機器メーカーの三精テクノロジーズ
や、紳士服業界トップの青山商事を抜き売上高で業界首位に立ったAOKIホールディングス、PBR
が0.3倍台と割安な朝日放送グループホールディングスなどの新規買い付けや、保有銘柄の買い増
しを行いました。

　当期間の株式組入比率については期初の82.3％から79～89％のレンジで推移させ、期を通じて
平均すると概ね84％程度で、期末の株式組入比率を88.4％としました。

当ファンドのポートフォリオ� （2025年７月23日～2026年７月21日）

　当ファンドは、わが国の中小型株を中心に成長性の高い銘柄へ幅広く投資を行っていますが、�特
定の指数を上回るまたは連動を目指した運用を行っていないため、特定のベンチマークおよび参考
指数等を設けておりません。

当ファンドのベンチマークとの差異� （2025年７月23日～2026年７月21日）
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　中長期的な信託財産の成長が最善であると判断し、当期は収益の分配を見合わせました。なお、
分配しなかった収益は、信託財産に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。

分配金� （2025年７月23日～2026年７月21日）

今後の運用方針

　日経平均株価は6月25日に72,366円という史上最高値を付けました。海外投資家主導でAIの普
及に必要なデータセンターへの巨額投資が計画されているAI・半導体関連株の急騰が相場をけん引
しています。ただ、7月以降、急ピッチな上昇の反動や過剰投資への懸念などからAI・半導体株が
下げ足を速める一方、これまで割安に放置されていた内需株などに循環物色の動きが出てきていま
す。AI・半導体関連株のボラティリティー（変動率）に相場全体が大きく左右されるなか、相対的
に出遅れ感があり割安な水準にある中小型株に見直し買いが入ってくるものと予想してい�
ます。
　運用においては、当面、不安定な値動きが続くものと想定し、下落局面では押し目買いをコツコ
ツと行っていく方針です。銘柄選択にあたっては、出遅れ感のある内需関連でバリュエーション
（投資尺度）が低く配当利回りの高い銘柄や、業績回復・維持している割安銘柄、利益率の向上な
どにより業績拡大が見込まれる銘柄などに注目いたします。

■分配原資の内訳� （単位：円、1万口当たり・税引前）
第９期

2025年７月23日～2026年７月21日
当期分配金 －
（対基準価額比率） －
当期の収益 －
当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 23,149
（注）対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。
（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。

運用責任者
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（参考情報）
○総経費率
　期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税
を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除した総経費率（年
率）は0.98％です。

（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注）各比率は、年率換算した値です。小数点以下第３位を四捨五入して表示しているため、合計が一致しない場合があります。
（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。

その他費用
0.11％

運用管理費用
（投信会社）
0.42％

運用管理費用
（販売会社）
0.42％

運用管理費用
（受託会社）
0.03％

総経費率
0.98％
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項目 当期 項目の概要金額 比率
円 ％

(a)�信託報酬 268 0.878 (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率
期中の平均基準価額は30,502円です。

（投信会社） (129)�� (0.422)�� ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準
価額の算出、目論見書等の作成等の対価

（販売会社） (129)�� (0.422)�� 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、
購入後の情報提供の対価

（受託会社） (� 10)�� (0.033)�� ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運
用指図の実行等の対価

(b)�売買委託手数料 21 0.068�� (b)�売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の
平均受益権口数

（株式） (� 21)�� (0.068)�� ファンドの組入有価証券の売買の際に発生する売買委
託手数料等の有価証券取引に係る費用

(c)�その他費用 34�� 0.112�� (c)�その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益
権口数

（監査費用等） (� 34)�� (0.112)�� 監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用、弁護
士費用、法定提出書類の作成等に要する費用

合計 323�� 1.058��
（注）�期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。
（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注）�各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。

1万口当たりの費用明細� （2025年７月23日～2026年７月21日）
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（注）�各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。

1万口当たりの費用明細� （2025年７月23日～2026年７月21日）

TORANOTECアクティブジャパン TORANOTECアクティブジャパン

3

010_3919253632609_100010.indd   3010_3919253632609_100010.indd   3 2026/08/20   18:06:492026/08/20   18:06:49

TORANOTECアクティブジャパン TORANOTECアクティブジャパン

8

010_3919253712609_100010.indd   8010_3919253712609_100010.indd   8 2026/09/01   9:29:232026/09/01   9:29:23



■売買及び取引の状況（2025年７月23日～2026年７月21日）
　株式

買 付 売 付
株 数 金 額 株 数 金 額

国
内 上場

千株 千円 千株 千円
176 225,958 64 121,494

（  33） （          －）
（注）金額は受け渡し代金です。
（注）単位未満は切り捨てです。ただし、単位未満の場合は小数で記載しております。
（注）（　）内は株式分割、予約権行使、合併等による増減分で、上段の数字には含まれておりません。

■株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合（2025年７月23日～2026年７月21日）
項 目 当 期

( a ) 期 中 の 株 式 売 買 金 額 347,452千円
( b ) 期 中 の 平 均 組 入 株 式 時 価 総 額 375,625千円
( c ) 売 買 高 比 率( a )／( b ) 0.92

（注）(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均です。

■主要な売買銘柄（2025年７月23日～2026年７月21日）
　株式

当 期
買 付 売 付

銘 柄 株 数 金 額 平 均 単 価 銘 柄 株 数 金 額 平 均 単 価
千株 千円 円 千株 千円 円

デリカフーズホールディングス 14.2 11,984 843 ノリタケ 3 12,735 4,245
田岡化学工業 7.1 8,238 1,160 フジマック 9.5 10,347 1,089
三精テクノロジーズ 3.3 8,107 2,456 ユタカ技研 3.3 10,021 3,036
日本アクア 9.3 8,064 867 ヒト・コミュニケーションズ・ホールディン 8 7,735 966
オイシックス 5.5 7,922 1,440 アイネット 3 7,575 2,525
ＥＩＺＯ 3.6 7,899 2,194 前田工繊 3.7 6,740 1,821
エラン 11.3 7,760 686 大栄環境 1.6 6,403 4,001
スペースシャワーＳＫＩＹＡＫＩホールディ 9.4 7,681 817 古野電気 0.9 6,185 6,873
ダイキョーニシカワ 8.8 7,554 858 ヨシックスホールディングス 1.9 6,014 3,165
ＡＯＫＩホールディングス 4.5 7,341 1,631 カンロ 3.3 5,858 1,775

（注）金額は受け渡し代金です。
（注）金額・平均単価の単位未満は切り捨てです。

■利害関係人との取引状況等（2025年７月23日～2026年７月21日）
　該当事項はございません。

※利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。
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■第二種金融商品取引業を兼業している委託会社の自己取引状況（2025年７月23日～2026年７月21日）
　該当事項はございません。

■自社による当ファンドの設定・解約状況（2025年７月23日～2026年７月21日）
　該当事項はございません。

■組入資産の明細（2026年７月21日現在）
　国内株式

銘 柄 期 首 当 期 末
株 数 株 数 評 価 額

千株 千株 千円
水産・農林業（2.0%）
Ｕｍｉｏｓ 1.1 6.6 8,794
鉱業（0.8%）
Ｋ＆Ｏエナジーグループ － 2 3,644
建設業（5.1%）
日本アクア － 9.3 6,900
東京エネシス 4.8 8 15,808
食料品（2.1%）
カンロ 3.3 － －
わらべや日洋ホールディングス 2.6 3.5 9,422
パルプ・紙（2.7%）
ニッポン高度紙工業 1.7 1.7 12,206
化学（11.1%）
共和レザー 8 12.5 11,100
大阪ソーダ 3.6 5.6 10,035
日本化学工業 1.8 － －
田岡化学工業 － 7.1 5,814
ミライアル 2.8 4.3 7,082
ダイキョーニシカワ － 8.8 8,826
森六 1.3 2.6 6,585
石油・石炭製品（4.2%）
ＭＯＲＥＳＣＯ 5.3 8.5 18,564
ゴム製品（2.8%）
藤倉コンポジット 5 5 12,605
ガラス・土石製品（2.8%）
ベルテクスコーポレーション 0.8 － －
ノリタケ 2.1 3.7 12,635
鉄鋼（1.1%）
愛知製鋼 2 1.5 4,635
非鉄金属（－%）
ＳＷＣＣ 0.2 － －
金属製品（1.4%）
日東精工 7 8 6,104
フジマック 9 － －
機械（8.0%）
旭ダイヤモンド工業 4 9 10,224
ＮＩＴＴＯＫＵ 3.3 4.5 12,006
オカダアイヨン 1.9 2.8 5,653
三精テクノロジーズ － 3.3 7,906
電気機器（7.2%）
ＥＩＺＯ － 3.6 9,590
古野電気 1.8 1.7 12,393
メガチップス 0.3 － －
ニチコン 1.9 3.4 10,186
輸送用機器（－%）
ユタカ技研 3 － －
精密機器（3.3%）
クリエートメディック － 6 6,924
松風 1.3 3.6 7,866
その他製品（4.2%）
コラントッテ 3.2 3.2 4,624
前田工繊 6.2 3.5 6,447
クリナップ 4.5 8 7,464

銘 柄 期 首 当 期 末
株 数 株 数 評 価 額

千株 千株 千円
情報・通信業（11.4%）
カナミックネットワーク 13.5 22 10,868
システムサポートホールディングス 3.5 7.4 8,117
ヒト・コミュニケーションズ・ホールディン 7.5 － －
スペースシャワーＳＫＩＹＡＫＩホールディ － 9.4 6,288
アルゴグラフィックス 0.4 5 6,460
朝日放送グループホールディングス － 9.3 7,905
スカパーＪＳＡＴ 6.4 4.9 11,196
アイネット 1.7 － －
シーイーシー 1.2 － －
卸売業（9.7%）
デリカフーズホールディングス － 14.2 12,169
シモジマ 4.1 8.6 11,833
中央自動車工業 1.9 3.3 6,963
コーア商事ホールディングス 13 16 12,368
小売業（9.9%）
ハードオフコーポレーション 2.7 4.8 13,742
オイシックス － 5.5 8,547
エターナルホスピタリティグループ － 2.1 6,146
ヨシックスホールディングス 0.7 － －
ＡＯＫＩホールディングス － 4.5 7,753
ベルーナ 5.6 7.5 8,055
不動産業（5.3%）
毎日コムネット 3.8 5 4,370
サンフロンティア不動産 5.8 7.6 19,243
サービス業（4.9%）
クイック 3 16.4 12,742
エラン － 11.3 8,983
大栄環境 1.6 － －

合 計 株 数 ・ 金 額 170 316 445,801
銘 柄 数 < 比 率 > 46 48 <88.4%>

（注）�銘柄欄の（　）内は、国内株式の評価総額に対する各業種の比
率です。

（注）�評価額欄の<　>内は、純資産総額に対する評価額の比率で
す。

（注）評価額の単位未満は切り捨てです。
（注）－印は組み入れなしです。
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■投資信託財産の構成（2026年７月21日現在）
項 目 当 期 末

評 価 額 比 率
千円 ％

株 式 445,801 84.4
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 82,356 15.6
投 資 信 託 財 産 総 額 528,157 100.0

（注）金額の単位未満は切り捨てです。

■資産、負債、元本及び基準価額の状況（2026年７月21日現在）
項 目 当 期 末

円
(A) 資産 528,157,487

コール・ローン等 81,519,589
株式（評価額） 445,801,800
未収配当金 834,000
未収利息 2,098

(B) 負債 24,088,362
未払金 707,944
未払解約金 20,867,782
未払信託報酬 2,233,496
その他未払費用 279,140

(C) 純資産総額(A－B) 504,069,125
元本 152,057,816
次期繰越損益金 352,011,309

(D) 受益権総口数 152,057,816口
１万口当たり基準価額(C／D) 33,150円

（注）期首元本額� 116,003,407円
期中追加設定元本額� 422,205,286円
期中一部解約元本額� 386,150,877円

（注）１口当たり純資産額は3.3150円です。

■損益の状況（2025年７月23日～2026年７月21日）
項 目 当 期

円
(A) 配当等収益 6,351,825

受取配当金 6,045,200
受取利息 303,769
その他収益金 2,856

(B) 有価証券売買損益 30,097,419
売買益 98,628,647
売買損 △  68,531,228

(C) 信託報酬等 △    4,436,733
(D) 当期損益金(A＋B＋C) 32,012,511
(E ) 前期繰越損益金 1,245,268
(F ) 追加信託差損益金 318,753,530

（配当等相当額） （　119,238,829）
（売買損益相当額） （　199,514,701）

(G) 計(D＋E＋F) 352,011,309
(H) 収益分配金 0

次期繰越損益金(G＋H) 352,011,309
追加信託差損益金 318,753,530

（配当等相当額） （　119,238,829）
（売買損益相当額） （　199,514,701）
分配準備積立金 33,257,779

（注）�(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みま
す。

（注）��(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含め
て表示しています。

（注）��(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加
設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

（注）�計算期間末における費用控除後の配当等収益（5,578,502円）、
費用控除後の有価証券等損益額（26,434,009円）、信託約款に
規定する収益調整金（318,753,530円）および分配準備積立金
（1,245,268円）より分配対象収益は352,011,309円（10,000口
当たり23,149円）ですが、当期に分配した金額はありません。

お知らせ

　一般社団法人日本投資顧問業協会および一般社団法人投資信託協会が合併し「一般社団法人資産
運用業協会」に名称変更されたことに伴い、2026年4月1日付で投資信託約款に所要の変更を行い
ました。
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